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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年１月２１日 

件 名 足立区都市計画審議会の開催結果について 

所管部課名 都市建設部都市建設課 

内 容 

第８１回足立区都市計画審議会を開催したので、以下のとおり報告する。 

１ 開催概要 

（１）日 時 令和６年１２月２０日（金） 午前１０時３０分～ 

（２）場 所 区役所南館８階 庁議室 

（３）出席委員数 委員定数１８名中１５名出席

２ 議案 

（１）江北駅周辺地区関連

ア 東京都市計画用途地域の変更（東京都からの意見照会）

イ 東京都市計画高度地区の変更（足立区決定）

ウ 東京都市計画防火地域及び準防火地域の変更（足立区決定）

エ 東京都市計画地区計画江北駅周辺地区地区計画の変更（足立区決

定） 

（２）竹ノ塚駅中央地区関連

ア 東京都市計画地区計画竹ノ塚駅中央地区地区計画の変更（足立区

決定） 

イ 東京都市計画公園の変更（足立区決定）

（３）東京都市計画生産緑地地区の変更（足立区決定）

３ 報告事項 

（１）綾瀬駅東口周辺地区のまちづくりについて

（２）柳原一・二丁目地区のまちづくりについて

（３）千住大川端地区のまちづくりについて

４ 審議結果 

上記議案を付議した結果、足立区都市計画審議会において異議のない 

ものと決定された。 

５ 都市計画決定・告示 

（１）江北駅周辺地区関連

令和７年 ３月上旬（予定）
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（２）竹ノ塚駅中央地区関連及び東京都市計画生産緑地地区の変更

令和６年１２月２７日（金）

６ その他 

次回の足立区都市計画審議会は、令和７年３月２１日（金）に開催 

を予定している。 
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年１月２１日 

件   名 「足立まちの風景資産」の投票結果と選定状況について 

所管部課名 都市建設部都市建設課 

内   容 

「足立まちの風景資産」の投票結果と選定審議の経過について以下のと

おり報告する。 

 

１ 風景の募集・投票について 

（１）風景の募集について 

  ア 募集期間 令和５年１０月２日～令和６年６月２８日 

イ 応募数  ２７０件（小学生の意見５０件含む） 

（２）風景の投票について 

ア 投票期間 令和６年７月２３日～令和６年１０月７日 

イ 投票対象 １９５件（募集時の重複等を除いたため） 

ウ 投票数  ７，８４６票（投票人数１，７４１人 １人５票まで） 

（３）投票結果について 

   別紙のとおり Ｐ６～９参照 

   投票結果のランキングについては、区ホームページにて公開（令和

７年１月下旬予定）、人気上位の風景については、随時ＳＮＳ等で詳

細を紹介していく。 

 

２ 風景の選定について 

（１）景観計画推進部会（学識経験者と区民で組織される足立区景観審議

会の下部組織）による審議（令和６年１１月１２日） 

   投票順位５０位まで（５１件）と委員推薦１５件、計６６件を対象

に、投票結果に各委員評価、現地確認評価を加え、３０件の選定を目

標に審議を行った。 

（２）第４０回足立区景観審議会による審議（令和６年１２月１１日） 

   景観計画推進部会での３０件の選定案を受け審議したが、「タコ滑

り台等、人気の高い風景を選考できないのかもう一度審議してもらい

たい」等のご意見をいただき、再度、景観計画推進部会と次回の足立

区景観審議会で追加の選定審議が行われることとなった。 

（３）景観計画推進部会による追加審議（令和７年１月２８日予定） 

   ３０件の選定案に加え、区民の思いをより反映できるように追加案

の審議を行う。 

（４）第４１回足立区景観審議会による追加審議・決定（令和７年５月頃 
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予定） 

 景観計画推進部会による追加案を受け、追加の選定審議と決定を行

う。 

３ 選定の経過と今後のスケジュール 

時 期 選定の経過 

令和 5年 10 月 2 日～ 

 令和 6年 6 月 28 日 

「足立まちの風景資産」候補風景の募集 

（応募数 270 件） 

令和 6年 7 月 23 日～ 

 令和 6年 10 月 7 日 

「足立まちの風景資産」候補風景の投票 

（投票数 7,846 件） 

令和 6年 11 月 12 日 景観計画推進部会 選定案の審議 

令和 6年 12 月 11 日 第 40 回景観審議会 審議 

時 期 今後のスケジュール 

令和 7年 1月 28 日 景観計画推進部会 選定追加案の審議 

令和 7年 2月～ 
区ホームページ、ＳＮＳ等 

投票結果の発表、投票上位風景の紹介 

令和 7年 5月頃 第 41 回景観審議会 選定追加案の審議 

令和 7年 6月～ 

足立区広報、区ホームページ、ＳＮＳ等 

選定結果の発表、選定風景の詳細の紹介 

パネル展開催（本庁舎アトリウムほか） 

令和 7年 夏 「足立まちの風景資産」掲載の冊子の作成 

令和 7年 秋 
「足立まちの風景資産」をめぐる 

まちあるき（バスツアー等）開催（予定） 

４ 今後の進め方 

選定結果は次回の足立区景観審議会後、区ホームページ等で発表する。 

 次回の募集、投票、選定に向けて、今回の選定の審議を活かして、区

民の思いを充分反映できるよう選定基準を改善する。 

今後も、多くの方に足立区の魅力ある風景を知ってもらい、身近な景 

観に興味をもっていただけるよう、普及啓発に取り組んでいく。 
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投票結果

投票 投票 投票

順位 数 分類 番号 名前 撮影場所

1 396 花 311 舎人公園のネモフィラ 舎人公園1-1ほか

2 297 川 110 荒川（千住新橋から） 梅田1-1ほか

3 278 建物 504 西新井大師 西新井1-15-1

4 270 川 114 荒川からの富士山（西新井橋から） 本木1-1ほか

5 269 みどり 206 薬師寺の紅葉 伊興5-4-3

6 226 みどり 209 舎人公園の大池 古千谷1ほか

7 194 活動 606 足立の花火 千住大川町ほか

8 173 街並み 415 葛西用水桜並木 大谷田3-4

9 161 花 303 都市農業公園のチューリップ 鹿浜2-44-1

10 156 活動 601 花と光のムーブメント 舎人公園1-1ほか

11 152 活動 603 光の祭典 保木間2-17-1

12 148 みどり 216 桜花亭 花畑4-40-1

13 146 花 312 西新井大師の藤 西新井1-15-1

14 143 花 310 舎人公園の桜 舎人公園1-1ほか

15 136 川 108 荒川（千住） 千住5周辺

16 126 花 302 都市農業公園の桜 鹿浜2-44-1

17 124 建物 513 タカラ湯 千住元町27-1

18 119 花 325 しょうぶ沼公園のショウブ 谷中2-4-1

19 109 花 331 荒川の桜（江北） 江北2周辺

20 100 活動 604 メモリアルリバース 加平1-12-12

21 99 工作物 529 一ツ家中央公園のタコ 一ツ家3-15

22 88 街並み 424 旧日光街道 千住3-33ほか

23 87 川 104 荒川（扇） 扇2周辺

24 83 工作物 526 五色桜大橋 江北2-3

25 74 川 103 荒川（江北） 江北2-9周辺

26 71 みどり 225 新田わくわく水辺広場 新田3ほか

27 67 工作物 525 日暮里・舎人ライナー（荒川） 扇1-15

28 65 花 322 青和ばら公園のバラ 青井3-18-15

29 63 街並み 410 西新井大師参道 西新井1-5

29 63 建物 505 昭和の家 西保木間2-5-18

31 62 花 307 堀之内公園のハス 堀之内2-1-1

32 61 花 301 都市農業公園前の桜 鹿浜2-42

32 61 花 314 西新井大師の梅 西新井1-15-1

32 61 街並み 405 竹ノ塚駅 竹の塚6

35 58 川 115 荒川からの富士山（千住新橋から） 梅田1-1ほか

36 54 花 318 ベルモント公園のペチュニア 梅島1-33-7

37 53 川 101 荒川（鹿浜） 鹿浜2-44周辺

37 53 みどり 218 元渕江公園 保木間2-17-1

39 50 みどり 222 中川公園 中川5-1

40 49 みどり 208 舎人公園の並木 古千谷1

41 48 川 102 荒川（堀之内） 堀之内1周辺

41 48 街並み 426 ときわ通り 千住2-62ほか

43 47 みどり 207 舎人公園 舎人公園1-1ほか

43 47 みどり 223 東綾瀬公園 綾瀬3-4ほか

45 46 川 120 隅田川からのスカイツリー® 千住関屋町18

46 45 川 121 垳川 神明3-31周辺

47 44 活動 609 荒川のこいのぼり 千住5-20周辺

別紙
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投票 投票 投票

順位 数 分類 番号 名前 撮影場所

48 43 川 117 隅田川（千住橋戸町） 千住橋戸町58周辺

48 43 工作物 527 荒川の鉄橋 千住5-27ほか

50 42 建物 514 名倉医院 千住5-22-1

50 42 工作物 521 日暮里・舎人ライナーからの眺め 日暮里・舎人ライナー

52 41 みどり 214 興野神社の銀杏 興野2-1-4

52 41 街並み 428 柳原木電気 柳原2

54 40 みどり 201 見沼代親水公園 古千谷本町3-6ほか

55 39 建物 519 ＮＴＴ千住ビル 千住中居町15—1

55 39 工作物 528 上沼田北公園のタコ 江北7-16-1

55 39 活動 602 千本桜まつり 舎人公園1-1ほか

58 38 花 308 高野のハス 扇3-13周辺

59 37 街並み 411 アリオ西新井前の大通り 西新井栄町2-17

59 37 建物 515 旧板垣家住宅 千住5-6

61 36 川 107 荒川（小台） 小台1-21周辺

62 35 川 112 荒川からのスカイツリー®（扇） 扇1周辺

62 35 街並み 413 関三通り商店街 関原3-15

62 35 街並み 419 中川一丁目の夕日 中川1-20

65 33 川 105 荒川（梅田） 梅田3-4周辺

65 33 みどり 212 舎人公園のみんなの広場 西伊興町ほか

65 33 建物 510 千寿桜小学校 千住桜木1-8-15

68 32 花 326 中川公園の桜 中川5-1

68 32 街並み 431 柳原桜並木 柳原2-27ほか

68 32 活動 605 しょうぶまつり 谷中2-4-1ほか

71 31 建物 544 ギャラクシティ 栗原1-3-1

72 30 川 111 荒川（日暮里・舎人ライナーから） 日暮里・舎人ライナー

72 30 建物 509 足立区役所 中央本町1-17-1

72 30 建物 516 横山家住宅 千住4-28

75 29 街並み 430 千住の大踏切 千住東1-22

76 28 工作物 533 亀有大水車 東和2-17-8

77 27 花 319 梅田亀田公園の桜 梅田8-13-1

77 27 建物 506 高野胡録神社 西新井本町2-32-4

79 26 川 118 隅田川（千住大橋から） 千住橋戸町58周辺

79 26 花 315 西新井大師の紫陽花 西新井1-15-1

79 26 街並み 425 千住旭町の商店街 千住旭町13-10

82 25 街並み 406 竹の塚けやき大通り 竹の塚2-25

83 24 川 119 隅田川（千住大川端公園から） 千住曙町41-10

83 24 みどり 203 都市農業公園の稲架掛け 鹿浜2-44-1

83 24 花 306 都市農業公園のコスモス 鹿浜2-44-1

86 22 川 109 荒川（日ノ出町） 日ノ出町33周辺

86 22 街並み 429 千住神社周辺の街並み 千住宮元町24

88 21 花 316 ベルモント公園のハナカイドウ 梅島1-33-7

88 21 花 327 東綾瀬公園の彼岸花 綾瀬3-4ほか

88 21 街並み 423 北千住駅ペデストリアンデッキ 千住3-92

88 21 建物 501 旧和井田家住宅と浅野家長屋門 鹿浜2-44

88 21 活動 610 入学式の桜 千住旭町10-31

93 20 花 304 都市農業公園の梅 鹿浜2-44-1

93 20 花 317 ベルモント公園のチューリップ 梅島1-33-7

95 19 みどり 219 葛西用水親水水路 六木3-38ほか

95 19 みどり 228 やっちゃば緑道 千住河原町48

97 18 みどり 215 桑袋ビオトープ公園 花畑8-2-2
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投票 投票 投票

順位 数 分類 番号 名前 撮影場所

97 18 みどり 230 北鹿浜公園 鹿浜3-26-1

97 18 街並み 409 東武鉄道大師線の高架下 栗原3-12

97 18 街並み 417 弥生小学校周辺の街並み 中央本町2-5-1

97 18 街並み 421 板垣通り 千住5-16ほか

97 18 街並み 422 千住四丁目の路地 千住4-18

97 18 工作物 535 千住大橋 千住橋戸町31

104 17 街並み 401 保木間掘親水水路 東伊興4-12ほか

104 17 街並み 402 舎人公園からの街並み 古千谷2

104 17 街並み 427 千住一丁目の街並み 千住1-31

104 17 建物 507 花畑大鷲神社 花畑7-15-1

104 17 建物 536 舎人氷川神社 舎人5-21

104 17 建物 549 東京武道館 綾瀬3—20

104 17 建物 552 足立市場 千住橋戸町50

104 17 活動 611 鹿浜獅子舞（氷川神社ほか） 鹿浜2-28ほか

112 16 みどり 205 白旗塚史跡公園 東伊興3-10-14

112 16 建物 508 文教大学 花畑5-6-1

112 16 建物 512 梅の湯 千住旭町41-11

115 15 みどり 202 都市農業公園の広場 鹿浜2-44-1

115 15 花 330 荒川の桜（堀之内） 堀之内1周辺

115 15 活動 613 島根ばやし（島根鷲神社） 島根4-25-1

118 14 街並み 412 歩道橋からのスカイツリー® 梅島2-1

118 14 建物 518 東京芸術センター 千住1-4-1

120 13 川 113 荒川からのスカイツリー®（足立） 足立2-51周辺

120 13 川 116 隅田川（新田さくら公園から） 新田3-34-1

120 13 みどり 217 神明六木遊歩道 六木3-45ほか

120 13 花 305 都市農業公園のレンゲ草 鹿浜2-44-1

120 13 花 328 五反野コミュニティ公園のツツジ 西綾瀬2-1-18

120 13 街並み 407 竹の塚一丁目の小径 竹の塚1-33

120 13 街並み 432 千住東一丁目の路地 千住東1

120 13 建物 520 ポンテポルタ千住 千住橋戸町1-2–1

120 13 建物 542 炎天寺 六月3-13-20

129 12 みどり 229 舎人緑道公園 入谷9-10ほか

129 12 花 323 しょうぶ沼公園の桜 谷中2-4-1

129 12 活動 607 Ａ－Ｆｅｓｔａ 千住5-20周辺

132 11 みどり 227 尾竹橋公園 千住桜木2-16-1 

132 11 みどり 232 花畑公園 花畑4-40-1

132 11 花 313 西新井大師の桜 西新井1-15-1

132 11 花 320 谷中公園の桜 谷中2-23-36

132 11 建物 517 日ノ出町団地 日ノ出町27

132 11 活動 608 通水９９年の遠泳 足立2-50周辺

138 10 みどり 210 舎人公園の蓮池 西伊興町

138 10 みどり 220 大谷田公園 大谷田4-4-1

138 10 みどり 226 荒川の緑地 千住5-13-5

138 10 花 321 中央公園の桜 中央本町1-17-4

138 10 街並み 414 六木周辺の畑 六木3-47

138 10 建物 502 法受寺 東伊興4-14-8

138 10 工作物 523 日暮里・舎人ライナー（江北） 西新井本町2-32

145 9 川 106 荒川（新田） 新田3-36周辺

145 9 みどり 211 舎人公園のあさひの広場 古千谷2

145 9 みどり 237 柳原千草園 柳原1-21-26
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投票 投票 投票

順位 数 分類 番号 名前 撮影場所

145 9 街並み 408 竹の塚第二団地周辺の街並み 竹の塚1-4

145 9 建物 511 東京電機大学 千住旭町5

145 9 工作物 524 日暮里・舎人ライナー（扇） 扇1-21

145 9 工作物 555 千住新橋 足立1-13周辺

152 8 みどり 213 舎人公園の噴水広場 古千谷1

152 8 みどり 221 中央本町三丁目のびのび広場 中央本町3-8-2

152 8 みどり 234 青和コミュニティ公園 青井3-22ほか

152 8 みどり 236 五反野コミュニティ公園 西綾瀬2-1-18

152 8 花 329 荒川のタンポポ 千住大川町31周辺

152 8 花 332 千住大橋さくら公園の桜 千住緑町1-1-10

152 8 街並み 403 伊興二丁目の駐車場 伊興2-21

152 8 街並み 434 かつら並木通り 千住橋戸町1ほか

152 8 工作物 530 松の湯の煙突 保木間5-5

152 8 工作物 556 奥の細道　矢立初めの碑 千住橋戸町31

152 8 活動 612 じんがんなわ（大乗院） 西保木間2-14-5

163 7 みどり 233 佐野いこいの森 佐野1—31-11

163 7 街並み 404 大境公園周辺の街並み 西竹の塚1-9

163 7 街並み 416 中央本町周辺の暗渠 中央本町4-13

163 7 工作物 522 日暮里・舎人ライナー（舎人） 舎人公園1-1

163 7 工作物 534 給水塔 新田1-14

163 7 建物 540 スイムスポーツセンター 西保木間4－10

163 7 建物 545 愛恵まちづくり記念館 関原1-21-3

170 6 花 309 神領堀親水緑道の桜 舎人5-16ほか

170 6 街並み 433 千住河原町の街並み 千住河原町26-1

170 6 工作物 554 加平インター 加平1/西加平1

173 5 みどり 204 西保木間公園 西保木間2-14-15

173 5 みどり 235 東和親水公園 東和4-6-18

173 5 花 324 しょうぶ沼公園のアジサイ 谷中2-4-1

173 5 工作物 531 大和湯の煙突 柳原2-43-1

173 5 工作物 532 中川の三重橋 中川5-3

173 5 建物 538 源証寺 入谷2-15-25

173 5 建物 539 伊興氷川神社 東伊興2-12-4

173 5 建物 543 国土安穏寺 島根4-4-1

173 5 建物 547 総合スポーツセンター 東保木間2-27-1

173 5 建物 548 郷土博物館　東渕江庭園 大谷田5-20-1

183 4 みどり 224 北三谷公園 東和2-13-8

183 4 みどり 231 伊興遺跡公園 東伊興4-9-1

183 4 花 333 五色堤公園の桜 江北2-8-4

183 4 街並み 420 新田学園通り 新田3-34

183 4 街並み 435 狭間道 東伊興4-2ほか

183 4 建物 503 介護用品の店いきいき 西新井5-42-18

183 4 建物 537 入谷氷川神社 入谷2-25-5

183 4 建物 546 吉祥院 本木西町17-5

183 4 工作物 553 江北橋 扇2-16

192 3 建物 550 勝専寺 千住2-11

193 2 街並み 418 中川四丁目の交差点 中川4-28

193 2 建物 541 西光院 竹の塚1-3-16

193 2 建物 551 慈眼寺 千住1—2—9
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年１月２１日 

件   名 下水道事業の充実及びその促進に関する要望活動について 

所管部課名 
都市建設部事業調整担当課 

都市建設部都市建設課 

内   容 

 特別区で構成する、特別区下水道事業促進連絡会（以下「下促連」とい

う。）の会長（品川区長）が、東京都知事及び国土交通大臣に、下水道事

業の充実及びその促進に関する要望活動を行ったので報告する。 

 

１ 要望活動 

（１）令和６年１１月１日（金）に東京都知事へ要望書提出 

（別紙１ Ｐ１１～１５参照、別紙２ Ｐ１６～２０参照） 

（２）令和６年１２月１３日（金）に国土交通大臣へ要望書提出 

（別紙３ Ｐ２１～２６参照） 

 

２ 主な要望事項 

（１）東京都知事宛（要望書） 

ア 頻発する豪雨等による浸水被害から区民の生命・財産を守るため、 

「下水道浸水対策計画２０２２」に基づき、１時間７５ｍｍ降雨等 

に対応した下水道設備を早期に実施すること。 

イ 水害が発生した場合においても揚水機能等の下水道機能を確保す 

るため、下水道施設の耐水化を進めること。 

ウ 震災時にも下水道機能を確保するため、早急に下水道施設の震災 

対策を進めること。 

（２）東京都知事宛（能登半島地震を踏まえた緊急要望） 

ア 能登半島地震では、耐震化未実施であった施設で被害が生じた。 

マンホールの浮上抑制対策や下水道管との接続部の対策について、 

加速化して取り組むこと。 

イ 発災後に迅速な復旧ができ、区民が日常生活に早期に戻れるよう、 

水道管理者および各区との一層の連携強化を図ること。 

（３）国土交通大臣宛（要望書） 

ア 集中豪雨等による浸水被害から区民の生命・財産を守るため、「下 

水道浸水被害軽減総合事業」を継続すること。 

イ 震災時でも最低限の下水道機能を確保するため、「下水道総合対 

策事業」の財政支援の実施及び制度の恒久化をすること。 

ウ 東京湾や河川・運河等の水質改善を推進するため、「特定水域合 

流式下水道改善事業」の確実な財政支援を実施すること。 

 

３ 今後の方針 

今後も特別区で連携し、下促連から東京都知事及び国土交通大臣に対 

して、下水道事業の充実及びその促進について要望していく。 
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令和６年１１月 

要 望 書 

特別区下水道事業促進連絡会 

会長 品川区長 森澤  恭子 
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下水道事業の充実及びその促進に関する要望書 

東京都におかれましては、日頃より浸水対策や震災対策、良好な水環境の形

成等にご尽力いただき、心から感謝申し上げます。 

下水道は、安全･安心で快適な都民生活や都市活動を支える必要不可欠なイン

フラとして、重要な役割を担っています。 

これまでの取り組みにより浸水被害が軽減してきた一方、令和元年東日本台

風では記録的な降雨となり、都内ではじめて大雨特別警報が発令され、河川の

溢水、河川の水位上昇の影響等による内水氾濫が発生したことにより、甚大な

被害に見舞われました。東京管区気象台の観測データによれば、１時間５０ミ

リを超える降雨が観測された日数は３０年前と比較して１．５倍に増加してお

り、浸水被害のリスクはこれからも高まっていくことが予想されます。このよ

うな豪雨に対して重大な浸水被害の発生を防止するため、整備水準の引き上げ

を踏まえた早急な対策を、下水道と河川の事業主体が連携して実施していくこ

とが求められています。 

その上、水害により下水道施設が浸水し、下水道機能が消失した場合、社会

経済活動に多大な影響を及ぼすことから、下水道の耐水化を実施し、水害時に

おいても、揚水機能等の下水道機能を確保していくことが求められています。 

また、令和６年１月に発生した能登半島地震では、下水道施設が甚大な被害

に見舞われ、復旧に多くの時間を要していることから、「水」が使えることの重

要性や公共性が改めて認識されています。今後、マグニチュード７クラスの首

都直下地震が、３０年以内に７０パーセントの確率で発生するとされています。

いつ発生しても不思議ではない大地震に対して、早急に下水道施設の震災対策

を推進する必要があります。
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 さらに、下水道管の再構築により道路陥没は年々減少しつつありますが、整

備年代の古い時代に造られた下水道管が原因と見られる道路陥没が今なお２３

区内で年間３５０件程度発生しており、今後、老朽化する施設の増大が見込ま

れることからも、引続きその対策を強力に推進する必要があります。 

加えて、河川、運河などの水質も以前よりは改善されてきておりますが、強

い雨が降ると、市街地を浸水から守るため、汚水混じりの雨水が河川や海など

に放流されており、一層の水質の改善が求められております。 

これらの課題を解決し、安全・安心で、快適に暮らせる都市環境が創出され

るよう、特別区における下水道事業のさらなる充実及び事業の財源確保に格段

のご配慮をお願い申し上げます。 

 

以下、要望します。 

 

１ 頻発する豪雨等による浸水被害から区民の生命･財産を守るため、「下水道

浸水対策計画２０２２」及び「東京都豪雨対策基本方針」に基づき、１時間

７５ミリ降雨等に対応した下水道施設の整備を早期に実施するとともに、河

川等放流先の水位上昇による内水氾濫を含めた浸水被害を軽減すること。 

２ 目標を超える降雨や複合災害等により、水害が発生した場合においても揚

水機能等の下水道機能を確保するため、下水道施設の耐水化を進めること。 

３ 震災時にも下水道機能を確保するため、早急に下水道施設の震災対策を進

めること。 
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４ 老朽化対策とあわせて雨水排除能力等の機能向上を図る下水道施設の再構

築事業について、一層スピードアップし整備促進を図ること。 

５ 関係自治体と連携し、東京湾や河川･運河等、公共用水域における水質の改

善や水辺環境向上のため、合流式下水道の改善や高度処理の推進等に一層取

り組むこと。 

６ 以上のことを実現するための財源を確保するなど、必要な措置を講ずるこ

と。 

令和６年１１月１日 

東京都知事  小 池  百 合 子 様 

特 別 区 下 水 道 事業 促 進 連 絡 会 

千 代 田 区 長 樋󠄀 口 高 顕 

中 央 区 長 山 本 泰 人 

港  区 長 清 家 愛 

新 宿 区 長 吉 住 健 一 

文 京 区 長 成 澤 廣 修 

台 東 区 長 服 部 征 夫 

墨 田 区 長 山 本 亨 

江 東 区 長 大久保 朋果 
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品 川 区 長  森 澤  恭 子 

目 黒 区 長  青 木  英 二 

大 田 区 長  鈴 木  晶 雅 

世 田 谷 区 長  保 坂  展 人 

渋 谷 区 長  長 谷 部  健 

中 野 区 長  酒 井  直 人 

杉 並 区 長  岸 本  聡 子 

豊 島 区 長  高際 みゆき 

北  区 長  山田 加奈子 

荒 川 区 長  西川 太一郎 

板 橋 区 長  坂 本   健 

練 馬 区 長  前 川  燿 男 

足 立 区 長  近藤 やよい 

葛 飾 区 長  青 木  克 德 

江 戸 川 区 長  斉 藤   猛 

 

以上、代表 

特別区下水道事業促進連絡会 会長 

品 川 区 長  森 澤  恭 子 
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令和６年１１月 

 

  令和６年能登半島地震を 

踏まえた緊急要望 
 

 

 

 

 

 

 

 

特別区下水道事業促進連絡会 

会長 品川区長 森澤  恭子 
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令和 6年能登半島地震を踏まえた緊急要望 

平素から、特別区の行政について、特段のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

令和６年１月１日に発生した能登半島地震は、奥能登地方を中心に、下水道を

始めとするライフラインに甚大な被害をもたらしました。 

東京都におかれましては、「経営計画２０２１」や「ＴＯＫＹＯ強靭化プロジ

ェクト」の推進により、下水道事業において液状化対策を含めた耐震化に計画的

に取り組まれてきたところですが、今回の地震被害により明らかとなった課題

を踏まえ、災害時においても下水道管から放流先まで一貫して早期に機能が確

保されるよう、災害に強く持続可能な下水道システムの構築が望まれます。 

特別区では、木造建築物等の耐震化、備蓄の強化、訓練の実施といった様々な

取り組みを行い、災害に対して日頃から備えをしているところではありますが、

大規模災害が発生した際には、下水道の機能不全やマンホールの浮上により、劣

悪な環境での避難所生活の長期化や、道路や公共施設の復旧および救援物資の

運搬に携わる車両通行への支障など、区民の生活に著しい影響が発生すること

が懸念されます。また、特別区域においても、仮設トイレの確保、し尿処理、道

路啓開など多くの区行政に係る業務が発生することが想定されます。このこと

から、災害時においても下水道機能の確保により、公衆衛生が保たれることは、

区民の安全安心を守り、早期に日常を取り戻すうえで重要であると考えます。 

つきましては、今後発生が懸念される首都直下地震や南海トラフ地震などの

大規模災害に備えるため、下水道施設の震災対策を一層拡大・加速するなど、積

極的に取り組んでいただきますよう、特段のご配慮をお願い申し上げます。 
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以下、要望します。 

１ 下水道管路耐震化事業の拡大および加速 

  能登半島地震では、耐震化していた下水道施設では概ね機能が確保できて

いたものの、耐震化未実施であった施設で被害が生じたことで下水道管の滞

水やマンホールの浮上による交通障害などが発生するとともに、復旧が長期

にわたることによる避難所生活の長期化など、生活に著しく影響を与えた。 

  そのため、地震時において道路交通機能や流下機能が確保できるよう、マ

ンホールの浮上抑制対策や下水道管との接続部の対策について、都内特有の

在宅避難者への対応を含めて拡大を図るとともに加速化して取り組むこと。 

２ 下水道施設の「急所」となる重要施設の地震対策強化 

  能登半島地震では、耐震化未実施等により、下水処理場に直結する管路と

いった下水道システムの基幹施設が被災し、復旧に時間を要し長期的に下水

道が使えなくなったことから、下水処理場やポンプ場など「機能を失えば下

水道システム全体が機能を失う最重要施設」である「急所」となる下水道施

設の耐震化等を計画的・重点的に進める必要がある。 

  そのため、下水道幹線、水再生センターおよびポンプ所の耐震化を加速化

すること。 
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３ 上下水道管理者および区役所が一体となった災害対応 

  能登半島地震では、上下水道一体での災害対応の重要性も浮き彫りになっ

た。 

  このため、発災後に迅速な復旧ができ、区民が日常生活に早期に戻れるよ

う、機能確保を優先して、上下水道一体で早期復旧が図られるとともに、各

区に被災や復旧状況に関する情報提供が的確になされ、避難所等における仮

設トイレの汲み取りし尿等について水再生センターでの受け入れ処理が円

滑にできるよう、水道管理者および各区と一層の連携強化を図ること。 

 

令和６年１１月１日 

 

 東京都知事  小 池  百 合 子 様 

 

              特別区下水道事業促進連絡会 

               千代田区長  樋󠄀 口  高 顕 

               中 央 区 長  山 本  泰 人 

               港  区 長  清 家  愛 

               新 宿 区 長  吉 住  健 一 

               文 京 区 長  成 澤  廣 修 

               台 東 区 長  服 部  征 夫 

               墨 田 区 長  山 本  亨 
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江 東 区 長  大久保  朋果 

品 川 区 長  森 澤 恭 子 

目 黒 区 長  青 木 英 二 

大 田 区 長  鈴 木 晶 雅 

世田谷区長  保 坂 展 人 

渋 谷 区 長  長 谷 部 健 

中 野 区 長  酒 井  直 人 

杉 並 区 長  岸 本  聡 子 

豊 島 区 長  高際 みゆき 

北  区 長  山田 加奈子 

荒 川 区 長  西川 太一郎 

板 橋 区 長  坂 本 健 

練 馬 区 長  前 川 燿 男 

足 立 区 長  近藤 やよい 

葛 飾 区 長  青 木 克 德 

江戸川区長  斉 藤 猛 

以上、代表 

特別区下水道事業促進連絡会 会長 

品 川 区 長  森 澤  恭 子 
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令和６年１２月 

要  望  書 

特別区下水道事業促進連絡会 

会長 品川区長 森澤  恭子 
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下水道事業の充実及びその促進に関する要望書 

貴省におかれましては、平素から特別区政の運営に対しまして、特段のご高

配を賜るとともに、浸水対策や震災対策、良好な水環境の形成等にご尽力いた

だき、心から感謝申し上げます。 

下水道は、安全･安心で快適な都民生活や都市活動を支える必要不可欠なイン

フラとして、重要な役割を担っています。 

これまでの取り組みにより浸水被害が軽減してきた一方、令和元年東日本台

風では記録的な降雨となり、都内ではじめて大雨特別警報が発令され、河川の

溢水、河川の水位上昇の影響等による内水氾濫が発生したことにより、甚大な

被害に見舞われました。東京管区気象台の観測データによれば、１時間５０ミ

リを超える降雨が観測された日数は、３０年前と比較して１．５倍に増加して

おり、浸水被害のリスクはこれからも高まっていくことが予想されます。この

ような豪雨に対して重大な浸水被害の発生を防止するため、整備水準の引き上

げを踏まえた早急な対策を、下水道と河川の事業主体が連携して実施していく

とともに、河川氾濫等の災害時においても一定の下水道機能を確保し、下水道

施設被害による社会的影響を最小限に抑制するため、ハード・ソフトによる下

水道施設の施設浸水対策を早急に実施していくことが求められています。 

また、令和６年１月に発生した能登半島地震では、下水道施設が甚大な被害

に見舞われ、復旧に多くの時間を要していることから、「水」が使えることの重

要性や公共性が改めて認識されています。今後、マグニチュード７クラスの首

都直下地震が、３０年以内に７０パーセントの確率で発生するとされています。

いつ発生しても不思議ではない大地震に対して、早急に下水道施設の震災対策

を推進する必要があります。 
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さらに、下水道管の再構築により道路陥没は年々減少しつつありますが、整

備年代の古い時代に造られた下水道管が原因と見られる道路陥没が今なお２３

区内で年間３５０件程度発生しており、今後、老朽化する施設の増大が見込ま

れることからも、引続きその対策を強力に推進する必要があります。 

加えて、河川、運河などの水質も以前よりは改善されてきておりますが、強

い雨が降ると、市街地を浸水から守るため、汚水混じりの雨水が河川や海など

に放流されており、一層の水質の改善が求められております。 

こうした状況に対し、特別区では、平成１６年度に「特別区下水道事業促進

連絡会」を設立し、活動を続けているところで、今年度においても東京都に対

し、下水道事業の充実を強く要望いたしました。 

貴省におかれましても、令和６年度より、水道整備・管理行政が厚生労働省

から移管され、人口減少やインフラの老朽化が進む中で、災害に強く、持続可

能な上下水道の機能を確保することが求められます。 

しかしながら、下水道の整備には長い年月と莫大な事業費が必要となり、よ

り一層の安定した財源の確保は必要不可欠です。安全・安心で、快適に暮らせ

る都市環境が創出されるよう、特別区における下水道整備の必要性をご理解い

ただくとともに、極めて公共性の高い社会資本である下水道の事業費の配分と

確保について、格段のご配慮を賜れますよう、政府及び関係各位に対し、強く

要望いたします。 
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以下、要望します。 

 

１ 集中豪雨等による浸水被害から区民の生命･財産を守るとともに、浸水被

害を早期に軽減、最小化及び解消するため、「下水道浸水被害軽減総合事業」

を継続すること。 

２ 震災時においても、最低限の下水道機能を確保するため、「下水道総合地

震対策事業」の確実な財政支援を実施するとともに、制度の恒久化をする

こと。 

３ 下水道管の老朽化対策を促進するため、恒久的な制度として、老朽化対

策に資する新たな交付制度を創設すること。 

４ 東京湾や河川・運河等、公共用水域における水質改善を推進するため、

新たに創設された「特定水域合流式下水道改善事業」の確実な財政支援を

実施すること。 

５ 以上のことを継続的かつ計画的に遂行するために、現行の国庫補助にお

ける配分を増加するとともに、適切な財政支援など必要な措置を講ずるこ

と。 

 

令和６年１２月１３日 

国土交通大臣   中 野 洋 昌 様 
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特別区下水道事業促進連絡 会 

千代田区長  樋󠄀 口  高 顕 

中 央 区 長  山 本  泰 人 

港  区 長  清 家  愛 

新 宿 区 長  吉 住  健 一 

文 京 区 長  成 澤  廣 修 

台 東 区 長  服 部  征 夫 

墨 田 区 長  山 本   亨 

江 東 区 長  大久保 朋果 

品 川 区 長  森 澤  恭 子 

目 黒 区 長  青 木  英 二 

大 田 区 長  鈴 木  晶 雅 

世田谷区長  保 坂  展 人 

渋 谷 区 長  長 谷 部  健 

中 野 区 長  酒 井  直 人 

杉 並 区 長  岸 本  聡 子 

豊 島 区 長  高際 みゆき 

北  区 長  山田 加奈子 

荒 川 区 長  滝 口   学 

板 橋 区 長  坂 本   健 

練 馬 区 長  前 川  燿 男 

足 立 区 長  近藤 やよい 

葛 飾 区 長  青 木  克 德 
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江戸川区長  斉 藤   猛 

以上、代表 

特別区下水道事業促進連絡会 会長 

品 川 区 長  森 澤  恭 子 
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年１月２１日 

件   名 堀切駅跨線人道橋架け替え事業について 

所管部課名 道路公園整備室道路整備課 

内   容 

堀切駅跨線人道橋は昭和４３年に設置され、東武伊勢崎線堀切駅の西改

札口と東改札口を結ぶ橋である。 

老朽化に伴う架け替えに先立って、東武鉄道と配置に関する協議が成立

したため、以下のとおり報告する。 

 

１ 東武鉄道との協議内容 

（１）位置について 

   現橋は堤防内に位置しており、現在の工作物設置許可基準、河川管

理施設等構造令等から逸脱する。このため、東武鉄道等の用地を活用

し現橋から約８０ｍ北側に移動した位置とした（別紙 Ｐ２９参照）。 

（２）形状・機能について 

ア 橋長 約２３ｍ 

イ 幅員 ２ｍ 

ウ エレベーター ２基（橋の両側に１基ずつ、各１１人乗り） 

 

２ 位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千住曙町３４番地先 
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３ 今後のスケジュール 

４ 今後の方針 

 引き続き東武鉄道や関係機関と協議し、理解と協力を得て事業を進め

ていく。 

年度 内容 

令和 6年度～令和 8年度 基本設計 

令和 9年度～令和 10 年度 詳細設計 

令和 11 年度～令和 13 年度 堀切駅跨線人道橋架け替え工事 
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堀切駅跨線人道橋（新橋）

堀切駅跨線人道橋（旧橋）
堀切２号橋

国有地

国有地（東武鉄道が国土交通省から占用）

国有地（東京都が国土交通省から占用）

区有地（足立区が東京未来大学へ定期借地）

東武鉄道用地

凡　例

堀切
駅東
改札
口

堀切駅西改札口

東京未来大学

東武
伊勢
崎線

別紙
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